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【はじめに]

呼吸不全を改善する呼吸療法はプレ

ホスピタノレケアにおいて重要であり、

救急隊員の協力は救命率のさらなる

向上につながると思われる。今回、救

急隊員を対象として呼吸療法に関す

る意識調査を行い、問題点を明らかに

し、今後の取り組みについて一考察を

加え検討した。

【対象と方法]倉敷市消防局管内の経

験年数 1'"3 8年目の救急救命士を含

む救急隊員60名(救急救命士 22名、

救急隊員 38名)を対象に呼吸療法の

認識度に対するアンケート調査をお

こなった。

【結果]呼吸療法を行ったことのある

救急隊員は全体で 67%あり、職種別

では救急救命士 95%、救急隊員 48%

と差がみられた。 呼吸療法を行えなか

った理由と しては、呼吸療法のやり方

がわからない 46%、呼吸不全の搬送

例がない 15%、呼吸療法を行うべき

か判断に迷う 11.5%などの理由があ

げられた。次に実際に呼吸療法を行っ

てきた上で困ったことがあるかどう

かの問いに関しては、全体の 61%が

知識や技術に関するものであり内容

としては、手技に自信がない 39%、

救急車が走行中のためやりにくい

14%、酸素投与量がわからない 11%、

呼吸療法を行うべきか判断に迷う 5%、

患者に苦痛を与えてしまった 3%、と

いう意見がきかれた。

【考察】 実際に呼吸療法を行ったこと

がある救急隊員は多くみられたが、そ

のほとんどが手技について不安や疑

問を抱いていた。実際に呼吸療法の必

要性を感じ、形式上はおとなっている

にもかかわらず、処置の効果が有効で

あったか否か、患者に苦痛を与えてし

まったのか、優先順位はどうであるの

か確認する機会もなく、患者様の訴え

とSp Ozfi宣が手技の指標になってい

るのは現状であり、それが手技に対す

る不安や自信を喪失させられる

原因の一つではなし、かと思われる。そ

のため、救急隊の 95%は呼吸療法に

関する勉強や研修会への参加を希望

しており、確実な手技を身に着けるこ

とを願っている。今後、救急隊の呼吸

療法に関する知識を高めるとともに、

自信をもって効果的な呼吸療法をプ

レホスピタノレケアで安全に行ってい

くためには、医療者間と共通認識をも

ち情報交換を行ってかなければなら

ない。また、勉強会への積極的な呼び

かけも必要であり、互いに知識を磨き

あい、救命率の向上へつなげていきた

し、。
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